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成
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泳
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平成 4年3月1日発行発行大洲市役所編集企画情報課

ー
大
洲
市
寒
中
水
泳
大
会
i

一
月
十
五
日
成
人
の
日
、
新
成
人
の
門
出

を
祝
う
内
第
三
十
八
回
大
洲
市
寒
中
水
泳
大

会
4

が
、
渡
場
河
原
前
の
肱
川
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
市
水
泳
協
会
や
大
洲
神
伝

流
保
存
会
な
ど
の
主
催
で
毎
年
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
も
、
同
保
存
会
の
会
員
や

児
童
生
徒
な
ど
約
九
十
人
が
参
加
。
大
洲

臥
龍
太
鼓
の
演
奏
や
神
事
の
あ
と
、
神
伝
流

保
存
会
員
に
よ
り
、
式
泳
や
甲
胃
術
な
ど
の

古
式
泳
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

児
童
・
生
徒
、
愛
媛
大
学
水
泳
部
員
ら
が
次

々
と
水
に
飛
び
込
み
、
元
気
に
水
し
ぶ
き
を

上
げ
ま
し
た
。

一
方
、
水
書
(
祝
成
人
の
日
)
な
ど
を
披

露
し
た
愛
媛
大
学
生
の
中
に
は
、
米
国
か
ら

の
留
学
生
の
姿
も
あ
り
、
国
際
化
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
己
は

H

旬
を
愛
す
る
会
H

に
よ
る
う
ど
ん
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
、
た
き

小
〈
に
あ
た
り
な
が
ら
、
温
か
い
う
ど
ん
で
冷

え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

今月の閉庁土曜日は

3月14日と28日です。
市民の皆様のご理解とご
協力をお願いします。

今月号の主な内容
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平成4年 3月1日

忘れちゃい口語い椀の司ヨ魯

おおず広報

期限は 3s'泥沼

2

市
県
民
税
の
申
告

h

市
県
民
税
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
の
税

金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。
平
成
四
年
一
月
一
日
現
在

大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
申
告
義

務
の
あ
る
人
は
、
三
月
十
六
日
ま
で
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

-
申
告
義
務
の
あ
る
人
・

平
成
三
年
中
に
、
給
与
所
得
以
外
に

営
業
・
農
業
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人
。

-
申
告
の
必
要
が
な
い
人
。

所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
ほ
か
に
所

得
が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報

告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
ヘ

提
出
す
る
人
。

-
申
告
に
必
要
な
も
の
.

社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
個
人

所得税の納税は

「振替」で

確定申告による所得税の納期限は、

3月16日です。所得税の納税の方法

に振替納税の制度があります。これ

は、銀行などの預金口座から振替に

よって納税するものですから、納税

年
金
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の
領
収
書

か
証
明
書

印
鑑
、
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

※
自
主
申
告
を
す
る
人
に
は
、
地
区
へ

申
告
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1

内
線
2
4
6
・
2
4
7
・
2
4
8

消
費
税
は

3
R幻
自
ま
で
に

平
成
元
年
中
の
課
税
売
上
高
が
一
二
千

万
円
を
超
え
る
事
業
者
(
課
税
事
業
者

と
い
い
ま
す
。
)
は
、
平
成
四
年
三
月

三
十
一
日
(
火
)
ま
で
に
平
成
三
年
分

の
「
消
費
税
確
定
申
告
書
」
を
作
成
し

て
、
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
さ
れ
る
と

と
も
に
、
そ
の
消
費
税
額
を
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

また、のための手数が少なくてすみ、

ついうっかり納期限を忘れ滞納して

しまうこともなくなり、大変便利で

す。ぜひ、ご利用ください。

新たに振替納税を希望する場合に

は、預貯金先の金融機関か税務署に

「預金口座振替依頼書」を提出して

その他の手続きは不要でください。

な
お
、
「
消
費
税
確
定
申
告
書
」
に

は
、
簡
易
課
税
用
と
一
般
用
の
二
種
類

が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
元
年
中
の
課
税
売
上
高
が
、
五

億
円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
、
平
成
二

年
十
二
月
一
二
十
一
日
ま
で
に
「
消
費
税

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
し
を
提
出

し
て
い
る
人
は
、
「
消
費
税
確
定
申
告

書
(
簡
易
課
税
用
)
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
①
以
外
の
人

平
成
元
年
中
の
課
税
売
上
高
が
五
億

円
を
超
え
る
課
税
事
業
者
、
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
し
な
い
課
税
事
業
者
又
は

還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
課
税
事
業
者

の
人
は
、
「
消
費
税
確
定
申
告
書
(
一

般
用
)

L

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

す。

国民健康保険税 6期

納期は 3月31日です

今月の納税

2-

入
居
者
募
集

ー
川
西
団
地

l

大
洲
市
で
は
、
新
谷
町
に
建
設
中
の

川
西
団
地
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

一
募
集
期
間
}

平
成
四
年
三
月
二
日
(
月
)

ー
三
月
十
日
(
火
)

{
入
居
資
格
}

O
市
内
に
在
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
人

で
、
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
。

O
入
居
申
込
を
し
た
人
と
同
居
親
族
の

過
去
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
か
ら

各
種
控
除
(
扶
養
親
族
、
障
害
者
、
老

年
者
な
ど
)
を
し
た
も
の
を
十
二
で
割

っ
た
額
が
、
十
一
万
五
千
円
以
下
の
人
。

{
募
集
戸
数
一

第
二
種
住
宅
六
戸
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
三
階
建
)

{
住
宅
の
面
積
な
ど
一

面
積
は
、
六
二
・
七
六
平
方
針
(
約

十
九
坪
)
で
、
六
畳
が
二
部
屋
(
和
室
)
、

五
畳
が
一
部
屋
(
洋
室
)
、
台
所
(
給

湯
設
備
付
・
九
畳
)
、
水
洗
便
所
、
浴

室
(
浴
槽
付
)
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
公
営
住
宅

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
2
7



おおず広報平成4年 3月1日

暴
力
団
の
脅
威

全
国
の
暴
力
団
は
、
平
成
二
年
末
現

在
で
約
三
千
三
百
団
体
。
構
成
員
数
は

約
八
万
八
千
三
百
人
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
収
入
源
と
し
て
は
、
覚
せ

い
剤
や
と
ば
く
、
ノ
ミ
行
為
の
ほ
か
に
、

一
般
市
民
の
生
活
や
企
業
の
経
済
活
動

に
介
入
し
て
不
当
な
利
益
を
得
る
事
案

が
増
え
て
い
ま
す
。

更
に
、
最
近
は
年
間
約
百
七
十
回
に

及
ぶ
対
立
抗
争
事
件
を
引
き
起
こ
し
て

お
り
、
そ
の
巻
き
添
え
で
、
平
成
二
年

中
に
は
五
人
(
一
般
市
民
三
人
、
警
察

官
二
人
)
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た。

新
た
な

暴
力
団
対
策

こ
の
よ
う
な
実
態
を
打
破
し
、
悪
性

の
強
い
大
組
識
が
行
う
、
現
行
法
令
の

盲
点
を
つ
い
た
資
金
獲
得
活
動
な
ど
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
昨
年
五
月
に

「
暴
力
団
対
策
法
」
が
成
立
、
あ
わ
せ

て
「
銃
万
法
」
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
更
に
、
昨
年
十
月
に
は
「
麻
薬
二

法
」
が
成
立
し
、
新
た
な
暴
力
団
対
策

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す。
特
に
「
暴
力
団
対
策
法
L

に
関
し
て

は、

H

寄
付
金
。
賛
助
金
の
要
求
勺
金

銭
貸
付
の
要
求
U

な
ど
十
一
種
類
の
行

為
を
『
暴
力
的
要
求
行
為
』
と
し
で
禁

止
す
る
ほ
か
、
守
指
定
暴
力
団
』
の
指

定
や
対
立
抗
争
時
の
事
務
所
の
使
用
制

限
な
ど
、
具
体
的
に
多
く
の
項
目
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

三
な
い
運
動
の

推

進

「
暴
力
団
対
策
法
し
は
、
本
年
三
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
効
力
を
発
揮
し

始
め
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
暴
力
団
の

不
法
・
不
当
な
行
為
へ
の
認
識
を
深
め
、

こ
れ
を
規
則
す
る
た
め
の

J

二
な
い
運

動
」
の
推
進
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ど
う
対
応
し

て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
改
め
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す

市
民
交
通
傷
害
保
険
受
付
開
始

平
成
四
年
度
の
「
市
民
交
通
傷
害

保
険
」
の
受
け
付
け
が
、
三
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
各
世
帯
に
申
込
書
(
住
所
・
氏

名
を
記
入
済
)
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

万
一
の
事
故
に
備
え
、
家
族
み
ん
な

で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

-
加
入
資
格
.

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
又
は
、

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
一
人
二
口
ま
で
に
限
り
ま

す。(
昨
年
ま
で
は
一
口
限
り
で
し
た
)

A
V
保
険
料
.

一
口
四
百
八
十
円
(
中
途
申
込

は
月
額
四
十
円
)

二
口
九
百
六
十
円
(
中
途
申
込

は
月
額
八
十
円
)

間

A'

• 
'"日

一
三
な
い
運
動
}

O
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

O
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

O
暴
力
団
に
金
を
渡
さ
な
い

※
な
お
、
暴
力
団
に
関
す
る
情
報
は
、

大
洲
警
察
署
(
宮
⑫
2
1
7
5
)
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

2
d
/，/
1
1
 

平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

.
支
払
わ
れ
る
保
険
金
av

自
動
車
、
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

列
車
な
ど
が
原
因
で
発
生
し
た
交
通

事
故
に
対
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
一

口
に
つ
き
五
千
円
(
一
週
間
未
満
の

け
が
)
か
ら
百
万
円
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安

全
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
3
1

1月末までの

大洲市内の交通事故

昨年同期

1 1 

1 9 

1月末現在

1 4 

1 7 

数
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おおず

農
林
漁
業
や
自
営
業
・
学
生
な
ど
第

一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

未
納
の
ま
ま
に
し
で
い
る
と
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
万
一
の
場
合
に

も
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、

A
7
す

ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

{
四
月
か
ら
九
千
七
百
円
に
一

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
四
年

四
月
か
ら
、
月
額
九
千
七
百
円
に
な
り

平成4年3月1臼

廃
車
な
ど
の
手
続
き
は

お
早
め
に

平
成
四
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、
今

年
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人

な
ど
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。原

動
機
付
自
転
車
(
総
排
気
量
が
百

二
十
五
C
C
以
下
)
と
小
型
特
殊
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課
へ
。

そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、
軽
自

動
車
協
会
又
は
陸
運
支
局
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

{
原
付
な
ど
を
他
人
に
譲
る
場
合
一

新
・
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
の
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
名
義
変
更
の
子
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

ー
国
民
年
金

l

広報

あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

{
原
付
な
ど
の
車
体
を
変
更
す
る
場
合
}

新
し
い
車
体
番
号
を
確
認
の
う
え
、

車
体
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
と
、
自
賠
責
保
険
の
変

更
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
原
付
な
ど
の
所
有
者
が

死
亡
し
た
場
合
}

名
義
変
更
か
、
廃
車
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

{
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

紛
失
・
廃
棄
し
た
場
合
一

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

一
転
入
・
転
出
の
場
合
}

転
入
さ
れ
た
方
は
、
他
市
町
村
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
参
し
、
大
洲
市

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
子

ま
す
。一

割
引
前
納
制
度
}

保
険
料
の
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と

有
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
毎
月
納
め

に
行
く
手
間
も
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な

く
て
便
利
で
す
。

新
た
に
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

三
月
末
日
ま
で
に
わ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

{
保
険
料
の
免
除
制
度
一

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
と
き
に
は
、
保
険
料
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

民
課
国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
5
6
・
2
5
7

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
(
印
鑑
・
車
仇

名
・
車
体
番
号
な
ど
が
必
要
で
す
。
)
揃

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で
新
た

に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
}

ま
ず
、
警
察
へ
盗
難
届
を
提
出
し
、

そ
の
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

税
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
に
は
、
月
割
課
税
制
度

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
四
月
一
日
を
一

日
で
も
超
え
る
と
、
一
年
分
の
税
金
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税
担

当
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
3

(平成4年 4月から 1年分の保険料額)

毎月納めた
場合

割 引 額
前車内をした
場合LJ竺

2，810円

定額保険料十
付加保険料

2，930円

113，590円

118，270円

116，400円

121，200円

定額保険料

行
政
相
談
委
員
に

辻
さ
ん

国
務
大
臣
・
総
務
庁
長
官
か
ら
、
大
洲

市
の
行
政
相
談
委
員
に
次
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
(
委
嘱
期
聞
は
、
平
成

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
)

氏
名
一
辻
陽
子

住
所
一
大
洲
市
大
洲
六
八
八
の
二
二

電
話
番
号
一
⑪
4
2
9
4

皆
さ
ん
の
中
で
、
国
・
県
・
市
の
仕

事、

J
R
-
N
T
T
・
J
T
や
公
庫
・

公
団
・
事
業
団
と
い
っ
た
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
苦
情
や

疑
問
な
点
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
行

固定資産

課税台帳

覧

の

縦

平
成
四
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税

の
も
と
と
な
る
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」

の
縦
覧
を
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

平
成
三
年
中
に
家
屋
を
新
・
増
築
又

は
取
り
壊
さ
れ
た
入
、
ま
た
、
土
地
・

家
屋
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
で
所

有
権
の
変
わ
っ
た
人
は
、
あ
な
た
の
資

産
が
間
違
い
な
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

い政
。不日
談
委
員

三=含
ヌ五

軽

宇目
言炎
く
だ
さ

O
説
明
に
納
得
で
き
な
い

O
処
理
が
間
違
っ
て
い
る

O
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
そ
の
措
置
に

納
得
で
き
な
い

O
苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い

O
こ
の
よ
う
に
し
て
欲
し
い
の
だ
が

ま
す le. 

B尺

tま
主正

来十
で
秘
密
は:
固
く
守
ら
才も

ま
た
、
今
回
の
委
嘱
に
よ
り
、
大
、
洲

市
の
行
政
相
談
委
員
は
、
二
人
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す

が
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

期
間
一
平
成
四
年
三
月
一
日
か
ら

平
成
四
年
三
月
二
十
一
日
ま
で

(
た
だ
し
、
日
曜
日
、
祝
日
、
第
二

土
曜
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
)

時
間
一
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

場
所
一
・
肱
南
・
久
米
・
肱
北
・
宣
言
多

地
区
の
人
は
、
市
役
所
税
務
課

・
連
絡
所
管
内
の
人
は
、
各
連

絡
所

・
市
内
在
住
者
で
納
税
組
合
に

加
入
し
て
い
な
い
人
並
び
に
市

外
在
住
者
は
、
市
役
所
税
務
課

そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
宮
(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
5
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おおず

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

、
/、ス

四
月
は
、
就
職
や
転
勤
、
進
学
な
ど
の
一

影
響
で
、
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
転
入
・
転
出
ウ

の
と
き
に
必
要
な
手
続
き
を
し
て
お
か
な
い
と
、
自

国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
選
ま

挙
で
投
票
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
晃
一

す
o

手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ

J

一

-つ
O

R

n

一

q
d

一

広報

月

市
役
所
へ
の
届
け
出

平成4年3月1日

住
民
登
録
住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載

な
ど
は
、
転
入
届
を
受
理
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
前
住
所
地
で
転
出
証

明
書
を
受
け
取
り
、
十
四
日
以
内
に
新

住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
転
入
届
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
出
証
明
書
交
付
後
に
、
都

合
に
よ
っ
て
転
出
を
と
り
や
め
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
こ
の
転
出
証
明
書
を
、
も

と
の
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ

、u印
鑑
登
録
印
鑑
登
録
証
を
返
し
、
新

住
所
地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
一
度
返
し
、
新
住

所
地
で
新
た
に
申
請
し
ま
す
。
母
子
家

庭
・
零
歳
児
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療

及
び
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
受
給
者
証

も
一
度
返
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
新
住
所
地
で
住
所
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
転
出
・
転
入
ど
ち
ら
の
場
合
で

も
、
事
前
に
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

在
学
証
明
書
小
・
中
学
生
が
い
る
場

合
に
は
、
転
出
・
転
入
に
関
す
る
住
民

登
録
の
手
続
き
が
済
み
次
第
、
教
育
委

員
会
(
学
校
教
育
課
)
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
転
出
の
場
合
は
、
在
学
中
の
学

校
で
在
学
証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け

取
り
、
転
出
先
の
小
・
中
学
校
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
祉
関
係
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
印
鑑
持
参
の
う
え
、
福
祉
事
務

所
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
所
得
証
明

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
わ
持
ち
の
人
は
、

新
住
所
地
の
福
祉
事
務
所
で
、
住
所
変

更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
届
け
出

No.160 

運
転
免
許
証
住
所
変
更
の
手
続
き
は
、
凶

汗
住
所
地
の
警
察
署
で
、
自
動
車
を
所
咋

有

し

て

い

る

人

は

、

陸

運

事

務

所

で

三

「

人

権

と

歴

史

」

録
変
更
子
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
居
吋
解
放
令
の
常
和
(
つ
づ
き
)

先
が
県
内
と
県
外
で
は
手
続
き
が
遠
い
時
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
対
象
地
域
の
人

ま

す

。

一

び

と

は

、

生

活

の

保

障

が

さ

れ

な

か

っ

郵
便
局
転
居
届
け
を
出
し
て
お
く
と
、
叩
た
ば
か
り
で
な
く
、
兵
役
や
納
税
に
苦

一
年
間
は
郵
便
物
を
転
送
し
て
く
れ
ま
同
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
教

す

。

…

育

の

義

務

が

課

せ

ら

れ

で

も

、

貧

し

き

そ
の
他
銀
行
へ
の
住
所
変
更
の
届
け
民
と
差
別
の
た
め
学
校
に
も
行
け
ず
、
た

出
や
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
の
変
一
と
え
学
校
を
出
で
兆
一

2
仕
事
ら
し
い
仕

更
や
廃
止
の
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
何
事
に
は
つ
け
ず
、
雑
業
に
つ
く
し
か
な

に

し

て

く

だ

さ

い

。

出

く

、

む

か

し

か

ら

の

二

・

三

反

の

や

せ

※
な
お
、
転
入
・
転
出
に
関
す
る
わ
間
吋
地
の
耕
作
に
頼
る
よ
り
ほ
か
に
道
は
な

い
合
わ
せ
ば
市
役
所
ま
で
。
向
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
う
え
、
資
本
主

宮
⑪
2
1
1
1
時
義
社
会
の
自
由
競
争
の
中
に
あ
っ
て
差

叩
別
さ
れ
、
部
落
の
生
活
は
ま
す
ま
す
苦

一
郵
送
に
よ
る
戸
籍
の
請
求
}
却
し
く
、
低
位
に
置
か
れ
ま
し
た
。

戸
籍
の
謄
・
抄
本
を
子
紙
で
請
求
す
日
さ
ら
に
一

L
人
公
号
二
明
治
五
)
年

る
と
き
は
、
次
の
必
要
事
項
を
明
記
の
民
に
は
、
「
壬
申
戸
籍
」
が
作
ら
れ
、
地

う
え
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
は
り
、
規
何
方
に
よ
っ
て
は
、
旧
身
分
が
は
っ
き
り

定
の
料
金
を
添
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
吋
わ
か
る
よ
う
な
一
世
献
が
あ
り
、
こ
の
た

い
。
折
り
返
し
、
領
収
書
と
残
金
を
添
一
め
、
長
く
差
別
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

え

て

送

付

し

ま

す

。

市

行

政

的

市

井

て

も

、

解

放

令

は

、

真

の

〔
必
要
事
項
〕
本
籍
地
・
筆
頭
者
氏
名
市
解
放
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

・
謄
抄
本
の
別
(
抄
本
の
場
合
、
必
要
の
で
す
。

な
者
の
氏
名
)
・
請
求
理
由
・
請
求
者
残
さ
れ
た
差
引
か

L
せ

と
の
関
係
・
請
求
者
の
住
所
氏
名
明
治
政
府
は
、
地
用
組
放
正
を
お
こ
な

日
付
安
定
し
た
居
探
財
吸
法
確
達
九
、

華
族
や
士
族
に
安
本
う
多
額
の
公
債
や
、

新
政
府
の
事
業
資
金
等
に
あ
て
ま
し
た
。

ご
の
税
制
改
革
は
、
農
地
に
高
い
税
を

か
け
た
の
で
、
多
く
の
農
民
は
、
江
戸

人
権
と
同
和
教
育

時
代
よ
り
も
む
し
ろ
苦
し
い
生
活
に
な

り
ま
し
た
。

重
い
税
に
苦
し
ん
だ
農
民
は
、
土
地

を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
田
畑
を

売
っ
て
小
作
仇
に
な
っ
て
い
き
ほ
し
た
。

小
作
人
の
増
加
は
、
小
作
地
の
奪
い
合

い
を
激
し
く
し
、
小
作
料
を
あ
げ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
傾
向
は
、

地
主
制
を
発
達
さ
せ
、
貧
富
の
差
を
ま

す
ま
す
大
き
く
し
ま
し
た
。

こ
と
に
対
象
地
区
に
は
、
貧
し
い
農

家
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、
小
作
人
に
な

る
割
合
も
多
く
、
他
の
村
以
上
に
高
い

小
作
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
小
作
料
を
つ

り
あ
げ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
、
他
の
村

の
小
作
人
と
対
象
地
区
の
人
々
と
が
対

立
す
る
結
果
を
生
み
、
部
落
差
別
を
助

長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
小
作
人
と
し
て
の
生
活
に
苦
し

ん
だ
農
民
は
、
他
の
職
を
求
め
て
都

市
へ
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

人
々
が
、
職
も
な
く
失
業
状
態
で
街
に

あ
ふ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

(
つ
づ
く
)

-5 



平成4年3月1日

旅
の
思
い
出
問

「
紅
花
の
山
形
路
」

菅
野
'
一
隆
次

ら
の
流
木
が
対
岸
に
渡
し
た
仮
設
橋
を

大
き
く
ゆ
が
め
て
い
た
。
翌
日
、
県
民

の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
河
水
は
信
じ

ら
れ
な
い
程
の
清
流
と
な
り
、
河
畔
の

会
場
は
全
て
整
っ
て
い
た
。

東
北
地
方
の
秋
は
早
く
、
川
面
を
渡

る
風
に
仲
秋
の
気
配
を
強
く
感
じ
絶
好

の
「
芋
煮
日
和
し
で
あ
っ
た
。
「
郷
土

の
芋
煮
な
ベ
味
く
ら
べ
」
の
コ
ー
ナ
ー

に
「
大
洲
の
芋
炊
き
」
が
実
演
紹
介
さ

れ
、
当
日
会
場
を
訪
れ
た
約
十
二
万
人

の
市
民
や
観
光
客
に
好
評
を
博
し
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

翌
朝
主
催
者
の
方
に
空
港
ま
で
送
っ

て
い
た
だ
く
途
中
、
東
北
地
方
第
一
の

っ
た
が
、
現
在
で
は
、
処
分
場
が
開
設

さ
れ
た
。

-
同
埋
立
地
へ
の
埋
立
て
が
進
み
、
一

般
廃
棄
物
の
処
分
に
支
障
が
出
て
き
た
。

※
こ
の
こ
と
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

保
険
衛
生
課
ま
で
。
宮
(
ω
2
1
1
1
内

線
2
6
4

{
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
}

中
央
建
設
鮒
(
北
只
)
宮
@
3
5
5
6

鮒
松
本
建
設
(
北
只
)
宮
⑪
4
3
7
2

東
北
の
秋
を
告
げ
る
「
日
本
一
の
芋

煮
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
昨
年
九
月

一
日
山
形
市
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
主
催
者
の
山
形
市

商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
、
数
百
年
の

歴
史
を
も
っ
「
大
洲
の
芋
炊
き
」
に
参

加
の
誘
い
が
あ
り
、
早
速
有
志
三
人
と

と
も
に
、
下
ご
し
ら
え
を
し
た
芋
炊
き

の
材
料
を
携
行
し
て
参
加
し
た
。
大
洲

市
と
山
形
市
は
約
半
日
の
行
程
で
あ
り

意
外
に
時
間
的
に
近
く
、
東
北
は
遠
い

所
と
い
う
印
象
が
ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
た
。

空
港
出
迎
え
の
車
で
、
そ
の
ま
ま
会

場
の
下
見
に
回
っ
た
が
、
川
は
先
頃
の

台
風
の
影
響
で
濁
水
と
な
り
、
上
流
か

産
業
廃
棄
物
は

処
理
業
者
に

おおず

こ
れ
ま
で
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
一
般
廃
棄
物
以
外
の
産
業
廃
棄
物

や
事
業
系
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
、
長
谷

不
燃
物
埋
立
地
に
搬
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
撮
入
を
お

断
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
次
の
理
由
か
ら
行
う
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
長
谷
不
燃
物
埋
立
地
の
開
設
当
初
は
、

市
内
に
産
業
廃
棄
物
の
処
理
場
が
な
か

広報

す
わ
洲
窺
叩
ト
委
譲
摂
嵩
周
年
部
会

、

会

長

天
台
宗
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
る
宝
珠
山

立
石
寺
と
、
そ
の
対
岸
に
新
設
さ
れ
た

「
芭
蕉
記
念
碑
」
を
訪
れ
た
。
芭
蕉
の

奥
の
細
道
に
「
し
づ
か
さ
や
岩
に
し
み

入
る
蝉
の
声
L

と
作
句
さ
れ
て
い
る
の

は
、
立
石
寺
に
参
詣
し
た
と
き
で
あ
る
。

周
辺
の
景
観
は
、
一
幅
の
墨
絵
を
見
る

様
な
厳
し
さ
が
あ
り
、
心
を
洗
わ
れ
る

思
い
で
あ
っ
た
。

短
か
い
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
人
情
厚

い
土
地
柄
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
空
港
近

く
の
「
そ
ぱ
処
」
で
勧
め
ら
れ
た
「
鳥

そ
ば
」
の
味
は
、
山
形
市
へ
の
思
い
を

A
7
も
強
く
残
し
て
い
る
。

喫
茶

H

あ
か
れ
ん
が
ο
が

オ
ー
プ
ン

H

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
U

一
一
月
十
四
日
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
本

館
二
階
に
喫
茶

H

あ
か
れ
ん
が
ο

が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
営
業
時
聞
は
、
午

前
十
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
で
、
閉
館

日
(
毎
週
火
曜
日
)
以
外
は
営
業
の
予

定
で
す
。

自
衛
隊
で
は
、
若
人
が
入
隊
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ハ
門
応
募
資
格
一
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満

ロ
給
与
一
初
任
給
(
月
額
十
四
万
二
千

八
百
円
)
期
末
、
勤
勉
子
当
(
年
三

回
合
計
五
・
四
五
ヵ
月
分
)
の
他
各

種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件
に
よ
っ

新
刊
図
書
案
内

い
ま
宗
教
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か

島

田

裕

巳

著

永
遠
の
ふ
た
り
高
見
津
潤
子
著

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス

l
・
チ
l
囚
わ

れ

の

孔

雀

三

上

義

一

著

革

命

家

北

一

輝

豊

田

穣

著

フ
ジ
モ
リ
大
統
領
と
ペ
ル

i
芝
生
瑞
和
著

日

本

国

利

論

天

羽

民

雄

著

本
田
宗
一
郎
の
人
生
池
田
政
次
郎
著

愛
す
る
人
へ
贈
る
一
言
葉
武
田
鉄
矢
著

魔
女
狩
り

J

・
M
・
サ
ル
マ
ン
著

こ

と

わ

ざ

の

科

学

橋

本

尚

著

こ
ど
も
は
未
来
で
あ
る
小
林
登
著

や

ぶ

医

者

の

一

言

森

田

功

著

そ
ん
な
パ
カ
な
/
竹
内
久
美
子
著

核

の

世

紀

末

高

木

仁

三

郎

著

日
本
農
業
年
鑑
児
家
の
光
協
会

仁
義
な
き
映
画
論
ピ

i
ト
た
け
し
著

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
民
課
(
宮
⑫

2
1
1
1
内
線
2
5
0
)
も
し
く
は
、

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
大
洲
募
集
事

務
所
(
宮
⑫
4
1
2
3
)
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー

図

書

館

1

-6ー

堀

柳

女

人

形

講

談

社

編

楽
し
む
四
字
熟
語
奥
平
卓
・
他
著

灼

光

北

方

謙

三

著

冬

の

梅

芝

木

好

子

著

十

四

人

の

信

長

講

談

社

編

風
よ
万
里
を
朔
け
よ
田
中
芳
樹
著

代
官
山
わ
か
れ
道
う
つ
み
宮
土
理
著

メ

ト

レ

ス

愛

人

渡

辺

淳

一

著

て

こ

ろ

物

語

鈴

木

健

二

著

ヒ
ロ
シ
マ
の
「
生
命
の
木
」

大
江
健
三
郎
著

イ

ギ

リ

ス

は

愉

快

だ

林

望

著

心

あ

る

家

三

浦

綾

子

著

世
界
を
ボ
ク
ら
の
遊
び
場
に

村

上

龍

著

山
根
基
世
著

周

大

荒

著

旅
の
あ
と
さ
き

反
三
国
志

北
極
カ
ラ
ス
の
物
語

C
-
W
-
二
コ
ル
著
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三世代で受流研修2.2 、，[内メヲasĴtr"r'fo h@)} 1 ^tr，，~ I 
青年団がディスコパーティー・熱烈的舞踊会

平成4年3月1日

「
老
人
・
婦
人
・
青
年
各
世

代
が
相
互
の
理
解
と
協
力
、
融

和
を
図
り
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
福
祉
活
動
を
推
進
し
よ

う
」
と
、
二
月
二
日
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で

J

二
世
代
交
流

研
修
会
υ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

婦
人
会
、
青
年
団
の
会
員
や
団

員
約
百
人
が
参
加
。
記
念
講
演

や
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
意
見

交
換
な
ど
で
、
高
齢
化
社
会
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
を

A

深
め
ま
し
た
。

1.18 
可F

金
一
封
(
戸
籍
抄
本
請
求
に
伴
う
つ

一
り
銭
)

一
東
京
都
片
上
四
郎
・
片
上
澄
子

一
(
指
定
配
分
)

一
金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

一

春

賀

池

田

利

徳

~
…
山
一
三
一
:
日
…
金
一
封
(
新
谷
公
民
館
・
新
谷
都
地

一
区
・
下
新
谷
長
寿
会
・
大
洲
育
成
園
・

…

市

社

協

へ

)

新

谷

山

中

悟

一
金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

…

横

野

小

田

海

洋

一
月
十
二
日
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
剣
道
犬
一
金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
と
市
社
協

会
が
総
合
体
育
館
を
会
場
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
大
一
へ
)
平
野
町
水
沼
昂

会
に
は
、
日
頃
か
ら
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
一
金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

る
豆
剣
士
た
ち
約
百
五
十
人
(
三
十
五
チ
l
ム

)

が

…

八

多

喜

町

宮

本

利

彦

参
加
。
個
人
戦
、
団
体
戦
で
大
熱
戦
を
演
じ
ま
し
た
。
一
金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

な

お

、

大

会

の

主

な

成

績

は

次

の

と

お

り

で

す

。

…

平

野

町

柁

谷

鎮

雄

一

団

体

戦

}

一

(

物

品

の

口

座

)

-
小
学
生
高
学
年
の
部
一
優
勝
・
喜
多
剣
道
ス
ポ
少
一
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
六
枚
(
入
浴
サ
l

A
、
(
以
下
「
剣
道
ス
ポ
少
」
省
略
)
準
優
勝
一
菅
回
一
ピ
ス
用
)
今
治
市
宇
都
宮
功

・
小
学
生
低
学
年
の
部
一
優
勝
一
喜
多
A
、
準
優
勝
一
あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

一
菅
田
A
企
小
学
生
女
子
の
部
一
一
優
勝
一
八
多
喜
A

…
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

準
優
勝
一
新
谷
A

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

個

人

戦

}

大

洲

市

社

会

福

祉

協

議

会

・
男
子
六
年
生
の
部
一
優
勝
・
滝
本
晋
作
・
男
子

五
年
生
の
部
一
一
優
勝
・
岡
山
賢
一
・
男
子
四
年
生

以
下
の
部
一
優
勝
・
藤
井
忠
昭

A
女
子
高
学
年
の

部
一
優
勝
・
増
岡
梓

A
女
子
低
学
年
の
部
一
大
本

裕
美

4

品
熱
血
剣
士
の
大
熱
戦

市内の青年団員と一 般 青 年 が 交 流 し 、 新 成 人 を

祝う μ ディスコパーティ N が、 1月18日夜、愛

媛舗道会館で聞かれました。大洲市連合青年団の

主催で聞かれたこのパーティーには、約 170人の

青年が参加。 Iねるとんバトルロイヤル」などの

丞ゲームをまじえながら、熱い一時を過ごしました。

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の(

敬
称
略
)

一
月
三
十
一
日
分
ま
で

-7-



平成4年 3月1日

保
護
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

hμ
向』

、Jミ
J
f
L

健
康
診
断
水
'
滝

実

施

日

該

当

者

3
月
3
日
(
火
)
平
成
3
年
目
月
生
※

3
月
刊
日
(
火
)
平
成
3
年
7
月
生
※

3
月
ロ
日
(
木
)
平
成
2
年
8
月
生

3
月
口
日
(
火
)
平
成
3
年
4
月
生
※

3
月
比
日
(
火
)
平
成
元
年
2
月
生

※
は
、
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

3
月
四
日
は
、
育
児
相
談
だ
け
で
す
。

健

相

=，、
E災

康

日
時

3
月
日
日
(
水
)

9
土
寸
の
な

1
2
寺
、
3
寺
1
5士
寸

ー
ロ
μ
q
u
d
~ノ
寸

i

ロU
1

1

口
μ

1

i

ロμ

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

3 
(月
日 1
)日

3
月
8
日

(
日
)

3
月
日
白

(
日
)

3
月
別
白

(
金
)

3
月
幻
日

(
日
)

3 
(月
日 29
)日

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

告

(
ω
4
5
5
1

岡
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
片
原
)

宮
⑫
4
3
7
5

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

3
月

1
日

(
日
)

3 
(月
土 7
)日

3
月
8
日

(
日
)

3
月
比
日

(
士
)

3
月
日
日

(
日
)

水
道
業
者
の

漏

水

当

番

三
原
設
備

宮

(
ω
3
7
8
3

久
保
鉄
工
所

宮
⑮
0
5
3
7

い
の
水
道
工
事
庖

宮

(
ω
2
2
1
6

蔵
田
水
道
庖

E
@
5
9
6
8
 

内
田
電
気
水
道
設
備

宮

(
ω
2
8
5
8

佐
藤
水
道
庄

宮
⑫
4
4
1
0

帰
オ
ク
ダ
設
備

宮

(
ω
3
6
7
4

浜
住
設
備

宮

(
ω
4
6
4
5

神
田
鉄
工
所

宮

(
ω
4
1
2
2

3
月
却
日

(
金
)

3
月
幻
日

(
土
)

3
月
勾
日

(
日
)

3 
(月
土 28
~日

3
月
白
日

(
日
)

滝
田
水
道
庖

宮
(
⑪
0
9
0
1

城
戸
電
業
社

告

(
ω
2
9
4
4

中
野
管
工
事
工
業

告

(
ω
3
7
9
2

土
居
鉄
工
所
側

告

(
ω
4
5
1
9

西
田
水
道
庖

宮
(
匂
0
2
6
5

南
予
水
道
住
設
偏

宮
⑫
4
5
7
7

淳
山
水
道
工
事
居

宮

(
ω
2
5
8
3

星
加
鉄
工
所

宮
⑫
0
0
2
0

伊
予
屋
住
設

E
@
2
5
4
1
 

徳
森
設
備

宮(匂
4
0
2
3

岡
福
水
道
工
事
底

宮

(
ω
3
6
5
6

相談ごと案内
いず れ も 無 料 です。気軽にご

利用ください。

惨交通事故相談

と き 3月 9日 10日寺~15日寺

3月23日ク

3月 9日は市役所 3階

会議室

3月23日は市役所 2階

会議 室

傍人権相談

と き 3月10日 13日寺~16日寺

3月23日ク

3月10日は肱北公民館

3月23日は市役所 3階

会議室

砂法律相談

とき 3 月 5 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 3月 2、10、25日

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談員

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大洲市福祉 事 務 所

併行政相談

と き 3月19日 9 B寺一12日寺

ところ 市 役所 3階会議室

急ぐ時は、宮24~3794(玉木)

又は告24~4294 (辻)まで

砂社会保険相談

と き 3 月 5 、 23 日 10時~16日寺

ところ 大 洲 商 工会議所

担 当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 3月26日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の 人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

とごろ 大洲隣保館ft24~6100

大洲福祉会館ft25~09

b不 動 産 無 料 相 談

とき 3 月 15 日 9 時~16時

ところ 宅建協会大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階、常磐田J4

砂青少年相談電話

青少年に関する様々な相談に

お答えします。

と き 毎 日の執務時間中

電話番号 24~7830 

おおず

ところ

広報

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

3
月
5
日
(
木
)

場

所

時

間

西
田
興
産
掛

9
時
部
分

1
ロ
時

市
立
大
洲
病
院
日
時
l
M
時

歯

科

本目

談

実

施

日

内

容

3
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

3
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5
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